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１
月
７
日
、
澄
み
渡
る
青
空
の

下
、
パ
ル
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
平
成
30

年
成
人
式
が
開
催
さ
れ
、
４
６
５

人
の
新
成
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

会
場
の
内
外
で
は
、
艶
や
か
な

振
袖
姿
の
成
人
者
た
ち
が
友
人
や

恩
師
と
の
再
会
を
喜
び
合
い
、
弾

け
る
よ
う
な
歓
声
が
あ
ち
こ
ち
で

あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
大
久
保
市
長
が
「
Ⅰ

Ｔ
化
な
ど
当
た
り
前
に
な
っ
た
物

事
も
長
い
歳
月
を
経
て
進
歩
し
て

き
た
成
果
で
す
。
皆
さ
ん
が
抱
い

て
い
る
夢
や
希
望
も
き
っ
と
叶
う

も
の
だ
と
信
じ
て
努
力
を
惜
し
ま

ず
精
進
し
て
く
だ
さ
い
。
次
世
代

の
主
役
と
し
て
進
む
べ
き
将
来
像

を
し
っ
か
り
と
描
き
、
人
生
を
自

ら
の
手
で
切
り
開
い
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
新
成
人

へ
の
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
、
常
陸
太
田
大
使
の
マ
シ
コ
タ

ツ
ロ
ウ
さ
ん
と
、
元
エ
ン
ジ
ョ
イ
！

常
陸
太
田
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
吉
川

友
さ
ん
に
よ
る
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
が
行

わ
れ
、
最
後
に
市
の
歌
「
空
が
あ

る
ま
ち
」
を
全
員
で
歌
い
ま
し
た
。

未
来
を
担
う
若
者
た
ち
が

集
合
！

【平成 30 年　市の新成人者数】　493 人
　〈内訳〉男性 230 人・女性 263 人
　平成 29 年 11 月 1 日住民基本台帳より

  

成
人

お
め
で

  

と
う
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マシコタツロウさんは、ご自身の 20歳
の頃を振り返り優しくエールを送った

元気な歌声で会場を盛り上げた
吉川友さん

中学校生活の懐かしい写真がスライドショー
で流れると会場は大いに沸いた

特集　ー成人おめでとうー特集　ー成人おめでとうー
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実行委員をやらせていただき

ましたこの成人式が、特別な

思い出となりました。親に感

謝、周りの人に感謝しながら、

社会で頼られる任せてもらえ

るような信頼のある大人にな

ります！

成人式前日の 1 月 6 日、竜神大吊橋で

成人者によるバンジージャンプが行わ

れ、10 人が抱負を大声で宣言した後、

大空へジャンプしました。このイベン

トは、バンジージャンプがバヌアツ共

和国で行われる成人の儀式であること

から、バンジージャンプ運営会社が成

人者を招待して行われました。

この日を迎えるまでに、両親

や恩師の方々、また式典を準

備するに当たって支えてくだ

さった方々には大変お世話に

なりました。心から感謝をし

ています。20 歳という節目

の年はスタート地点。これか

ら、また新たなことにチャレ

ンジしていきたいです。

私は高校を卒業してから社

会人として働いていますが、

やっと慣れてきた部分とまだ

まだ経験不足が否めない部分

があります。成人を迎え、こ

れからは周りから見られる目

も変わってくると思うので

日々成長しながら一人前の社

会人として認めてもらえるよ

う頑張っていきます！

成人式は、市内各中学校から推薦された成人者 17 人で運営してき

ました。昨年の9月から月2回のペースで実行委員会を開催し、式典、

アトラクションの企画から、当日の受付、司会、ピアノ伴奏なども

行い、自分たちの成人式を自らの手で作り上げました。

成人式を作り上げた実行委員の皆さん

20 歳という人生の節目を迎

え、無事に成人式ができたこ

とを限りなく幸せに感じてい

ます。これまでお世話になっ

た両親、恩師の方々に感謝し、

これからの人生まだまだ大変

な困難が待ち受けていると思

いますが、一生懸命頑張って

いきたいと思います。

新成人に 20歳の抱負を聞きました！

鈴木聖弥さん（太田中出身）

石川滉大さん（世矢中出身） 宇野麗奈さん（峰山中出身）

會澤康平さん（南中出身）

未来へジャンプ
！

成人式副実行委員長 成人式副実行委員長

成人式実行委員長成人式副実行委員長

Reina Uno

Seiya Suzuki

Kodai Ishikawa

Kohei Aizawa

特集　ー成人おめでとうー
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✿おめでとうございます

✿水戸
黄
門
漫
遊
マ
ラ
ソ
ン
で
第
２
位

10
月
29
日
、
水
戸
市
三
の
丸
を
メ
イ
ン
会
場
に
偕
楽
園
な
ど
を
巡
り
な
が

ら
水
戸
の
ま
ち
を
駆
け
抜
け
る
第
２
回
水
戸
黄
門
漫
遊
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ

れ
、
２
㎞
小
学
４
年
生
男
子
の
部
に
黒
羽
洋
希
さ
ん
（
久
米
小
４
年
）
が
出

場
し
、
８
分
10
秒
の
記
録
で
見
事
２
位
に
輝
き
ま
し
た
。

黒羽洋希さん
横山博生さん㊧、美緒さん㊨

　小さいときから走るの
が好きで、いろいろな大
会に出ています。走って
いるときは、いつも一人
でも多く抜いて前に行こ
うと思っています。将来
の夢は、箱根駅伝で走る
ことです。これからも頑
張ります。

　 高 い と こ ろ に
水をかけるとき、
普 通 の ジ ョ ウ ロ
で は 腕 を 伸 ば さ
な い と い け な い
の が 大 変 だ っ た
の で 楽 に し た い
と思い、考えました。受賞が決まった
とき、父も母もすごく喜んでくれました。

　書いたきっかけは有名だったス
ポーツ選手が覚せい剤で逮捕さ
れたことが衝撃的だったためです。
入賞を聞いたときは、嬉しいとい
うよりもびっくりしました。家族
も喜んでくれて嬉しく思いました。

　日頃から文章を書くのが好き
です。学校での出来事をもとに
書きました。登場人物は、クラ
スメイトです。入賞を聞いたと
きは、正直びっくりしました。
家族もすごく喜んでくれました。

✿県
発
明
工
夫
展
で
県
発
明
協
会
会
長
賞
受
賞

第
61
回
茨
城
県
発
明
工
夫
展
に
お
い
て
、
横
山
美
緒
さ
ん
（
幸
久
小
６

年
）・
博
生
さ
ん
（
幸
久
小
３
年
）
の
「
高
い
と
こ
ろ
も
ラ
ク
ラ
ク
ジ
ョ
ウ
ロ
」

が
県
発
明
協
会
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

✿

✿

青
少
年
相
談
員
が

功
労
者
表
彰

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

作
文
で
入
賞

10
月
27
日
、
県
青
少
年
相
談
員

研
修
大
会
で
青
少
年
相
談
員
の

前
島
昭
夫
さ
ん
（
亀
作
町
）、
榊

光
秋
さ
ん
（
下
大
門
町
）、
中
嶋

悦
子
さ
ん
（
天
下
野
町
）、
木
名

瀬
恵
子
さ
ん
（
亀
作
町
）
が
功

労
者
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
青

少
年
相
談
員
は
、
警
察
・
学
校
な

ど
と
連
携
し
、
下
校
時
の
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
や
街
頭
補
導
、
青
少
年

の
見
守
り
活
動
等
を
行
っ
て
お

り
、
今
回
の
表
彰
は
長
年
の
功
績

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

12
月
26
日
、
水
戸
市
の
県
総
合
福
祉
会
館
で
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
足
助

智
央
さ
ん
（
瑞
竜
中
３
年
）
の
作
文
が
県
更
生
保
護
協
会
理

事
長
賞
、
和
田
碧
生
さ
ん
（
水
府
中
２
年
）
の
作
文
が
水
戸

保
護
観
察
所
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

青少年相談員の皆さん

足助智央さん和田碧生さん

※日付はすべて平成 29 年

「
自
分
た
ち
が
今
で
き
る
こ
と
」

「
つ
な
が
る
思
い
」
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✿

✿

✿
✿

◇  

善
意
あ
り
が
と
う

○
幡
寿
会
様
＝
社
会
福
祉

の
た
め　

７
２
４
２
円

ご
支
援
、

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

T ＯＰＩＣＳCity events Hitachiota

在
宅
医
療
・
介
護
連

携
推
進
事
業
研
修
会

昨
年
12
月
14
日
、
在
宅
医
療
・

介
護
連
携
推
進
事
業
研
修
会
が
総

合
福
祉
会
館
で
行
わ
れ
、
市
内
の

医
療
・
介
護
従
事
者
な
ど
82
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
会

で
は
、
ひ
た
ち
太
田
家
庭
医
療
診

療
所
の
宮
澤
麻
子
先
生
か
ら
「
看

取
り
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
の

ほ
か
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
家
族
に

対
す
る
看
取
り
の
説
明
の
仕
方
を

学
ん
だ
り
、
よ
り
良
い
看
取
り
に

向
け
た
学
習
目
標
に
つ
い
て
活
発

な
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

さまざまな意見を出し合った

市
新
年
賀
詞
交
歓
会

並
び
に
叙
勲
祝
賀
会

１
月
５
日
、
市
新
年
賀
詞
交

歓
会
並
び
に
叙
勲
祝
賀
会
を
パ

ル
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
、
叙
勲
を
受
章
さ
れ
た
方
に

対
し
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
受
章

者
代
表
と
し
て
吉
村
伸
一
さ
ん
が

あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。
鏡
開
き

で
新
年
を
祝
い
、
常
陸
太
田
の
地

酒
で
乾
杯
し
た
後
は
終
始
和
や
か

な
懇
談
に
よ
り
出
席
者
は
親
交
を

深
め
て
い
ま
し
た
。

鏡開きでお祝い 受章者代表の吉村伸一さん

市
教
育
振
興
大
会

昨
年
12
月
25
日
、
パ
ル
テ
ィ

ホ
ー
ル
で
市
教
育
振
興
大
会
を

行
い
ま
し
た
。
コ
ン
ク
ー
ル
や
ス

ポ
ー
ツ
等
の
各
分
野
で
優
秀
な
成

績
を
収
め
た
児
童
や
生
徒
、
研
究

等
で
の
功
績
が
顕
著
な
教
職
員

な
ど
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
教
育

振
興
に
貢
献
し
た
方
々
へ
感
謝
状

が
贈
ら

れ
ま
し

た
。

生徒代表による作文発表水府小児童による歌の発表

「
子
育
て
世
代
が
住
み

た
い
田
舎
」
第
１
位

１
月
４
日
発
売
の
「
田
舎
暮
ら

し
の
本
」（
宝
島
社
）の「
２
０
１
８

年
版
住
み
た
い
田
舎
ベ
ス
ト
ラ
ン

キ
ン
グ
」
の
中
で
、
常
陸
太
田
市

が
人
口
10
万
人
未
満
の
「
小
さ
な

ま
ち
」
の
子
育
て
世
代
が
住
み
た

い
田
舎
部
門
で
第
１
位
、
総
合
部

門
で
第
５
位
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

市
が
行
っ
て
き
た
新
婚
家
庭
へ
の

家
賃
助
成
、
子
育
て
世
帯
等
へ
の

住
宅
取
得
助
成
、
保
育
料
や
給
食

費
の
減
免
な
ど
の
子
育
て
支
援
策

や
移
住
者
数
が
増
え
て
き
て
い
る

こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
励
み
に
、
今
後
も
子
育

て
世
代
へ
の
支
援
を
中
心
に
さ
ら

に
魅
力
的
な
ま
ち
と
な
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

掲載された書籍
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T ＯＰＩＣＳCity events Hitachiota

市
消
防
出
初
式

１
月
６
日
、
市
消
防
出
初
式
が
行
わ

れ
、
消
防
職
員
・
団
員
、
婦
人
防
火
ク

ラ
ブ
の
皆
さ
ん
な
ど
が
市
役
所
か
ら
パ

ル
テ
ィ
ホ
ー
ル
ま
で
パ
レ
ー
ド
を
行
っ

た
ほ
か
、
瑞
竜
中
、
峰
山
中
、
太
田
中

の
吹
奏
楽
部
の
演
奏
に
合
わ
せ
た
分
列

行
進
や
消
防
ポ
ン
プ
操
法
を
披
露
し
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
う
ぐ

い
す
の
幼
年
防
火
ク
ラ
ブ
員
に
よ
る
よ

さ
こ
い
ソ
ー

ラ
ン
や
多
年

に
わ
た
り
活

躍
さ
れ
て
い

る
消
防
団
員

の
表
彰
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

消防団によるポンプ操法披露元気いっぱいに踊りました

ショップリーダーの鈴木さん

常陸太田市認証特産品物産展 2018 開催！
2 月 24 日土・25 日日、3 月 3 日土・4 日日
午前 10 時～午後 3 時

営業時間（道の駅）
午前 9 時～午後 6 時

←�道の駅の情報と
　イベント詳細は
　こちら

鯛 だ し 白 醤 油 チ ャ ー
シューメン　1,000 円
トロッととろけるチャー
シューと、道の駅限定鯛だ
し白醤油スープが自慢の
ラーメンです。

ネギスタミナとんかつ
ラーメン　　1,000 円
下河合産の甘みのあるネ
ギと、餃子の餡を挟んだ絶
品とんかつを乗せた、ボ
リューム満点のラーメン
です。

申  問道の駅ひたちおおた（常陸太田産業振興㈱☎ 85‐6888 ／ホームページ http://www.hitachiota-michinoeki.
jp/page/dir000002 ／メール info@hitachiota-michinoeki.jp ／ FAX85‐6877）／問販売流通対策課（内線 661）

ひたちおおた名物を、とびきりの笑顔とともに提供します。
お客さんとの距離感を大切に、道の駅から元気を発信できた
らと思っていますので、ぜひ一度食べに来てください。

TOKUSAN

フードコート特集  Part  3

リーダーのイチオシ！

黄門の郷 

もぎたて情報 vol. 22
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最近は専ら梨園で剪定作業をしていますが、ネコを飼い始めたの
で「根っこ」のお話をさせてください。木を移植する場合、まず枯
れてしまった木を抜くために穴を掘って根をノコギリで切るので
すが、この作業がとても大変。枯れても地中の根は固く、力任せに

切ろうとするとノコギリがグニャっと曲がっ
てしまいます。ですが、年に一回ほど木の周
りに円を描くようにスコップを入れて根を切
る作業を行うと簡単に抜けます。また、切っ
たところから細かい根が出てきて、樹木の成
長にも良いんだそうです。「根回し」という言
葉は、ここから来ているそうです。根回しす
るのは苦手ですが、梨の栽培のための「根回し」
は頑張っていこうと思います！

竹村幸也（農業分野）

武井沙也佳（農業分野）

こんにちは！水府地区の地域おこし協力隊の武井です。今年もよろしくお
願いします。

現在、畑を一度耕運してもらい、出てきたゴミ、石、根っこなどを取り除
いています。農業普及員さんに土壌診断をお願いしているので、結果が返っ
てき次第、本格的に土づくりに取り組みたいと思っています。水府地区のア
スパラ農家さんの平山さんとの会話の中で「特産品の
蕎麦に合う七味を作ってみたら面白い」というお話が
あり、畑では七味唐辛子用のトウガラシやシソ、ゴマ
を中心に気になった作物を作っていく予定です。七味
を作り、商品化できたらいいな、と考えています。

その他、「水府オールスターズ」という地域バンド
に参加させていただいてますが、ようやくメンバーと
して馴染みつつあるかなと感じています。10 月、11
月は演奏する機会もたくさんあったので、楽しんで活
動しています。こんな私ですが、これからもどうぞよ
ろしくお願いします！

問少子化・人口減少対策課（内線 346）

梨の栽培では「根回し」が大切です

さまざまな夢が広がる畑づくり

協力隊のみんなで行う月一回のミーティング
の様子（左から塚田さん、私、竹村勇平さん）

水府オールスターズのメンバーと
（中央が私です）

埼玉県出身。平成 27 年 9 月に就任。現在は梨の栽
培に取り組んでいる

群馬県出身。昨年 7 月に就任。
農業経営を志し、水府で活動中

剪定後の梨の木

土づくりのため燻炭を作っ
ています
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　市の南部を流れる久慈川の流域は、県内でも有数の大型古墳が分布する地域で、
島町にある全長 160 ｍの「梵天山古墳」（県指定史跡）、小島町にある全長 100m の「星
神社古墳」（県指定史跡）、そして中野町にある全長約 70m の「中野冨士山古墳」（市
指定史跡）があります。このように大型前方後円古墳が集まっているのは、関東地
方では埼玉県行田市の「さきたま古墳群」くらいでしか見ることができず、久慈川
流域が有力な豪族に支配されていたことがわかります。
　これらの古墳は、古墳時代前期と呼ばれる３世紀から４世紀に造られましたが、

形や立地などの特徴に違いがみられることから、必ずしも同じ一族によって作られたものではないと考えられ
ています。立地条件から見てみると、梵天山古墳は台地の北端、星神社古墳は水田に囲まれており、中野冨士
山古墳は細い尾根の頂部に梵天山古墳と星神社古墳を見下ろすように造られています。また、梵天山古墳と中
野冨士山古墳は久慈川から見ると台地上にその大きさを誇るかのように造られているのに対し、星神社古墳は
平地に造られています。さらに、これまでの研究で梵天山古墳と星神社古墳はほぼ同時期に造られ、中野冨士
山古墳はそこから 2 世代ほど後に造られたと考えられています。採集された土器からも、梵天山古墳は畿内系
の壺型埴輪と呼ばれる土器、星神社古墳からは吉備地方に見られる特殊器台形
土器が採集されています。
　中野冨士山古墳周辺では、地域の人たちが中心となって樹木の伐採を進めて
おり、久慈川方面から望むとその大きさがよくわかります。間もなく、梵天山
古墳と星神社古墳を眼下に望むことができるようになるのではないでしょうか。

問文化課（72‐3201）

５

久慈川流域の大型前方後円古墳

中野冨士山古墳

　平成 7年に誕生した「日乃出鶴純米
酒」は、千代錦と美山錦を使用してお
り、キリッとした昔ながらの端麗辛口
が売りの井坂酒造の主力商品です。口
当たりがとても良く、飲み飽きないた
め人気があります。この度、「銀河鉄道
999」や「宇宙戦艦ヤマト」などで知
られる漫画家松本零士さんが監修した「水戸黄門御一行」の描かれ
たラベルにリニューアルしました。松本さんは、各県の酒蔵と協力

し、地酒のラベルにその県ゆかりの戦国武将
を描く企画「戦国のアルカディア・名将銘酒
47選」を進めており、茨城県代表として参加
することになりました。水戸黄門は武将では
ありませんが、日本酒には珍しいイメージで
面白いと好評です。若い世代や外国人の方に
もぜひ手にとってもらいたいと思います。仕込み作業風景

市内には優れた農林水産物や加工品などが数多く
あります。その中から市の特産品認証制度で認証
された特産品を紹介していきます。
　　　　　　　　　問�市特産品推進協議会事務局
　　　　　　　　　　（販売流通対策課　内線662）

made in
 Hitachiota

逸品

特産品として認証された商品には、
この認証マークを表示し、
PRを行っています。詳しく
は右記QRコードから�→

市特産品認証マーク 特産品認証

（合資）井坂酒造店
井坂統幸さん

日乃出鶴純米酒

【販売期間】通年（数量限定）
【販売価格・希望小売価格】
1,800ml　2,470 円（税込）
　720ml　1,030 円（税込）
　300ml　　465 円（税込）
※日乃出鶴水戸光圀御一行純米酒
　720ml　1,620 円（税込）
【主な販売先】
自主店舗、JA常陸里美直売所、
道の駅ひたちおおた、ネット販売、
各小売店など
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  文化課エコミュージアム推進室　☎72-3201

今
月
は
磯
部
町

常陸太田駅から国道 349 号を南へ 1 ㎞、佐竹郵便局の隣に鶴堤地蔵尊
があります。言い伝えによると、この地で鷹狩りを楽しまれていた徳川
光圀が地蔵の前で休息をしているときに一羽の鶴が舞い降りてきて、仲
間の鶴が鷹に殺されてしまうと命乞いに来たそうです。早速、光圀は霊
を慰め、土地の人にも鶴を捕まえることを禁じ、村人たちが千羽鶴を折っ
てお堂に掲げて鶴を供養しました。このことから、鶴堤地蔵尊と呼ばれ
るようになったと言われています。また、それからは各家（現在は集会
所等）が宿となり、米粉で餅をつき、団子を 1000 個作ってお地蔵様に
お供えし、その半分を持ち帰り集まった人たちで分け合って食べるオセ

ンダンゴという行事を行っています。鶴
堤地蔵尊は安産や子育て、子授かりにも
ご利益があるとして地域に親しまれてお
り、戦前から現在まで途絶えることなく
2 月 24 日と 8 月 24 日にお参りしていま
す。皆さんもぜひお立ち寄りください。

昨年 12 月 23 日、かなさ笑楽校で「金砂あおぞら塾」が開催され、市内外からの参加者や学生ボランティア

など約 70 人が参加し、ミニ門松作りを行いました。参加者の多くが門松作り初体験のため、地元の方々に教わ

りながら、地元産の竹や松、南天などを使って思い思いの門松を作りました。参加者からは「今ではほとんど

飾られなくなった門松ですが、竹を切るなどの貴重な体験ができ楽しかったです」「初めて門松作りを体験しま

したが子どもたちや自分たち大人まで夢中になりました」などの声がありました。

金砂あおぞら塾

紹介者　
磯部町

川﨑興靖さん
鶴堤地蔵尊

わたあめ上手にできるかな

みんなでハイポーズ！

世界でオンリーワンの門松

鶴提地蔵尊

次回のちょっと寄り
道は 4 月号に掲載し
ます。お楽しみに !

自分で作った門松とパチリ！

きれいに飾ったよ
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マイナンバーカードのメリットを紹介します
問マイナンバー制度について　総務課総務行政係（内線 325・339）
　マイナンバーカードについて　市民課市民窓口係（内線 132）

活用の場が広がっているマイナンバーカード（個人番号カード）。今回はそのメリ
ットの一部を紹介します。皆さんもぜひマイナンバーカードをご利用ください。

マイナンバーを証明する書類として 本人確認の際の身分証明書として

各種行政手続きのオンライン申請に

マイナンバーの提示が必要なさまざまな場面で、
マイナンバーを証明する書類として利用できま
す。また、マイナンバーカードはマイナンバー
の提示と本人確認が同時にできる唯一のカード
です。

運転免許証などと同様に、身分証明書として使え
ます。

【カードには有効期限があります】
　有効期限は、20歳以上の方は10年、20歳未満
の方は５年です。また、外国人住民の場合は在留
資格や在留期間によって異なります。

マイナンバーカードには、電子証明書を記録する
ことができます。電子証明書は、さまざまなオン
ライン手続きに利用できます。確定申告がオンラ
イン（e-Tax）で行えるほか、マイナポータルを
とおして行政からのお知らせがオンラインで届い
たり、子育てに関する手続きができるようになり
ます。
＊マイナポータルについては、広報ひたちおおた

１月号をご覧ください。

マイナンバーカードの交付申請方法

◇申請方法　下記のいずれかで申請してください。申請後、交付通知書を送付しますので通知書に記載された
交付窓口でマイナンバーカードを受け取ってください。
○郵送による申請　各世帯にお送りした薄緑色の「通知カード」に同封されている「個人番号カード交付申

請書」に必要事項を記入・押印し、顔写真を貼り付け、送付用封筒に入れて郵送してください。
　＊通知カードを受け取った後に氏名や住所などに変更があった場合、同封の申請書

　は使用できませんので市役所で発行する申請書をご利用ください。
　＊通知カードと一緒にお送りしている送付用封筒は、有効期限が平成29年10月４日

　のものも、平成31年５月31日までそのまま使用できます。
○パソコンやスマートフォンによる申請　デジタルカメラまたはスマートフォンのカメラで顔写

真を撮影の上、交付申請用のウェブサイト（https://net.kojinbango-card.go.jp）にアクセスし、
申請してください。右記のQRコードからもアクセスできます。

例えば…

　勤務先で、源泉徴収票を作成してもらうと
きや健康保険や雇用保険、年金などの手続
きをするとき

　金融機関で、保険金の支払いや特定口座の
開設などの手続きをするとき

　年金事務所で年金給付の手続きをするとき

　福祉や介護などで市の制度を利用するとき

　などに使うことができます。
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市民提案型まちづくり事業
自分たちの力で地域の課題を解決し、地域の活力を生み出そうとするグループや団体等を応援する事業です。10 年
目を迎えた今年度は 13 団体を採択しました（1 月 24 日現在）。先月号に引き続き、各団体の活動状況を紹介して
いきます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問市民協働推進課（内線 217）

▼▼▼

▼ ▼ ▼

皆さんのアイデアをまちづくりに!!
 

山
田
川
河
川
敷
の
広
場
を
多

目
的
運
動
広
場
と
し
て
整
備
し
、

地
域
の
新
た
な
交
流
拠

点
と
し
て
有
効
活
用
す

る
活
動
を
進
め
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
６
０
０

束
の
芝
の
植
栽
を
は
じ

め
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
の
コ
ー
ス
看
板
の
改

修
や
月
1
回
の
草
刈
り

を
行
い
ま
し
た
。
現
在
は
週
2

回
ほ
ど
の
利
用
申
請
が
あ
る
ほ

か
、
月
例
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

河
川
敷
の
広
場
を
有
効
活
用
し
交
流
拠
点
に

【
薬
谷
倶
楽
部
】 

大
会
や
、
11
月
に
は
今
年
で
2

回
目
と
な
る
町
会
長
杯
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開

催
す
る
な
ど
、
競
技
会

の
企
画
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
今
後
も
継

続
し
た
整
備
を
進
め
る

と
と
も
に
、
地
域
内
外

へ
運
動
広
場
の
情
報
を

発
信
し
、
多
く
の
方
に

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
働

き
か
け
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

住
民
の
憩
い
の
場
を
整
備

【
大
好
き
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
白
羽
】

代
表　

大
津
敏
雄
（
白
羽
町
）

子
育
て
を
頑
張
る
お
父
さ

ん
・
お
母
さ
ん
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
若
い
世
代
の

保
育
に
対
す
る
知
識
や

関
心
を
高
め
、
地
域
の

み
ん
な
で
子
育
て
を
支

援
し
て
い
け
る
よ
う
な

環
境
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
申

込
者
の
希
望
の
場
所
で

赤
ち
ゃ
ん
を
預
か
る
託
児
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
し
、
親
御
さ
ん
が

安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
よ
う
2

子
育
て
中
の
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
を
支
援

【
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
　
子
育
て
応
援
隊
Ｎ
Ｓ
26
】

人
以
上
の
学
生
で
対
応
し
ま
し

た
。
ま
た
、
12
月
と
1
月
に
高

校
生
向
け
の
保
育
士
体

験
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、

赤
ち
ゃ
ん
人
形
を
使
っ

た
乳
幼
児
と
の
関
わ
り

方
や
幼
児
向
け
の
工
作

活
動
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
今
後
も
託
児
サ
ー

ビ
ス
や
保
育
士
体
験
セ

ミ
ナ
ー
を
継
続
し
て
行
い
、
子

育
て
世
代
が
住
み
や
す
い
常
陸

太
田
市
を
目
指
し
ま
す
。

代
表　

石
井
彩
香
（
小
妻
町
）

久
米
城
跡
や
神
社
仏
閣
な
ど

の
歴
史
遺
産
が
数
多
く
残
る
久
米

地
区
の
、
記
録
や
誇
り
を

後
世
へ
伝
承
す
る
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
遺
跡
や
古
墳
、
城
跡

や
神
社
仏
閣
な
ど
の
資

料
を
集
め
、
写
真
と
解

説
を
ま
と
め
た
冊
子
の

制
作
を
中
心
に
活
動
し

て
い
ま
す
。
ま
た
11
月
に
は
、
古

地
図
を
も
と
に
昨
年
度
制
作
し
た

「
久
米
地
域
全
図
」
を
活
用
し
た

先
人
の
偉
業
や
史
跡
を
後
世
へ
伝
え
る

【
歴
史
友
の
会
】 

歴
史
講
座
を
開
催
し
、
参
加
し
た

金
砂
郷
中
の
生
徒
58
人
に
地
域
の

歴
史
や
遺
産
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。
そ
の

他
、
大
学
の
調
査
・
研
究

や
他
団
体
の
活
動
支
援

な
ど
、
多
く
の
方
と
協
力

し
合
い
な
が
ら
幅
広
い

活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
活
動
を
通
し
て

で
き
た
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
地
域
の
誇
り
を
後
世
に
伝

え
て
い
き
ま
す
。

代
表　

永
田
清
（
薬
谷
町
）

代
表　

佐
藤
清
（
大
里
町
）

町
内
外
の
方
が
集
い
交
流
で

き
る
よ
う
な
場
所
と
し
て
、
原

野
と
な
っ
て
い
た
五
厘

平
に
公
園
を
整
備
す
る

活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
整
備
を
開

始
し
、
毎
回
20
人
近
く

の
会
員
が
活
動
に
参
加
。

3
ｍ
に
も
及
ぶ
シ
ノ
や

樹
木
と
格
闘
し
な
が
ら
、

よ
う
や
く
公
園
と
し
て
の
姿
を

現
し
て
き
ま
し
た
。
春
に
は
見

晴
ら
し
の
良
い
景
色
を
望
み
な

が
ら
、
白
色
の
花
を
付
け
た
立

派
な
山
桜
が
楽
し
め
ま

す
。
今
後
は
4
月
の
開

園
に
向
け
て
公
園
の
整

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

清
水
寺
や
伏
見
稲
荷
神

社
な
ど
の
地
域
に
眠
る

神
社
仏
閣
に
関
す
る
資

料
を
ま
と
め
、
公
園
を

中
心
と
し
た
地
域
の
散
策
コ
ー

ス
を
計
画
し
て
い
く
予
定
で
す
。

その２
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近
年
、
健
康
食
品
と
し
て
注

目
を
集
め
て
い
る
「
エ
ゴ
マ
」

に
着
目
し
、
エ
ゴ
マ
の

栽
培
や
エ
ゴ
マ
油
の
製

造
を
通
し
て
、
耕
作
放

棄
地
の
解
消
や
地
域
住

民
の
健
康
増
進
を
図

る
活
動
を
進
め
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
7
月

に
、
常
陸
大
宮
市
岩
崎
荏え

ご

ま
胡
麻

生
産
組
合
や
常
陸
太
田
地
区
農

休
耕
地
を
活
用
し
た
エ
ゴ
マ
の
栽
培

【
里
美
エ
ゴ
マ
栽
培
愛
好
会
】

業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
か
ら
講

師
を
招
き
、
エ
ゴ
マ
の
栽
培
か

ら
搾
油
ま
で
の
作
業
工

程
に
つ
い
て
講
習
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
今
後

は
収
穫
し
た
約
50
㎏
の

エ
ゴ
マ
か
ら
エ
ゴ
マ
油

を
製
造
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
効
能
に
つ
い
て
情

報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

中
高
生
を
中
心
と
し
た
地
域

の
美
術
部
を
結
成
し
、
美
術
を

通
し
て
学
校
や
世
代
の

枠
を
超
え
た
交
流
を
図

る
と
と
も
に
、
10
年
後

20
年
後
の
ま
ち
づ
く
り

を
担
う
人
材
の
育
成
を

目
標
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
6
月

に
自
由
に
見
学
し
参
加

し
て
も
ら
え
る
オ
ー
プ
ン
ア
ト

リ
エ
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た

12
月
に
は
、
部
員
の
中
高
生
が

中
心
と
な
っ
て
企
画
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
「
み
の
む
し
工
房

～
切
っ
て
、
や
ぶ
っ
て
、

ち
ら
か
し
て
～
」
を
開

催
し
、
参
加
し
た
約
30

人
の
子
ど
も
た
ち
と
み

の
む
し
の
洋
服
作
り
や

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

を
楽
し
み
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
活
動
を
皮
切
り

に
、
中
高
生
が
自
ら
ま
ち
づ
く

り
に
参
画
で
き
る
環
境
が
広
が

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

【
ひ
た
ち
お
お
た
市
美
術
館
　
美
術
部
】　

美
術
を
通
し
て〝
楽
し
い
〟を
創
り
出
す

代
表　

渡
部
智
穂
（
竹
合
町
）

代
表　

田
所
美
朗
（
上
深
荻
町
）

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
っ
て
分
別

さ
れ
た
売
却
可
能
な
資
源
物
は
、
市
を
支

え
る
貴
重
な
財
源
で
す
。
ま
た
、
時
間
と

手
間
を
か
け
て
分
別
さ
れ
た
資
源
物
を
持

ち
去
る
行
為
は
、
市
と
市
民
が
協
力
し
て

行
う
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
を
妨
げ
る

行
為
で
す
。

　

そ
こ
で
、「
常
陸
太
田
市
廃
棄
物
の
処

理
及
び
再
利
用
に
関
す
る
条
例
」
を
改
正

し
、
集
積
所
か
ら
市
の
指
定
す
る
業
者
以

外
の
者
が
資
源
物
を
持
ち
去
る
行
為
を
禁

止
し
ま
し
た
。

資
源
物
の
持
ち
去
り
行
為
を
見
か
け
た
ら

ご
連
絡
く
だ
さ
い

資
源
物
の
持
ち
去
り
を
条
例
で

禁
止
し
ま
す

持
ち
去
り
行
為
を
見
つ
け
た
と
き
に
は
、

次
の
内
容
を
わ
か
る
範
囲
で
環
境
政
策

課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
持
ち
去
り
行
為
が
あ
っ
た
場
所

・
持
ち
去
り
行
為
が
あ
っ
た
日
時

・
持
ち
去
ら
れ
た
物

・
車
の
特
徴
（
ナ
ン
バ
ー
・
車
種
・
色
）

・
持
ち
去
り
行
為
者
の
特
徴

※ 

直
接
注
意
し
た
り
、
車
両
を
制
止
さ

せ
た
り
す
る
の
は
、
危
険
を
伴
う
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
お
や
め
く
だ
さ

い
。

問
環
境
政
策
課
（
内
線
１
０
９
）

資源物を回収できる市の指定業者
（平成 30 年 2 月現在）

市
民
の
皆
さ
ん
へ

の
お
願
い
で
す

　
■
常
陸
太
田
地
区

　
　

・
ユ
ワ
イ
産
機
㈱

　
　

・
㈲
菊
池
商
店

　

■
金
砂
郷
地
区

　
　

・
興
進
運
輸
㈲

　

■
水
府
地
区

　
　

・
吉
成
運
送
㈱

　

■
里
美
地
区

　
　

・
㈲
里
美
商
事
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佐竹小学校
櫻井 康夫 校長

児童数：  186 人

問教育委員会指導室（内線 539・561）

８ 地域の資源を生かした、表現力を高める活動の推進

天神ばやし太鼓体験
　4・5 年 生 を 対 象 に、 年 間 11
回天神ばやし保存会の皆さんを
講師として迎え、学んでいます。
最 初 は ぎ こ ち な い 演 奏 も、 回
を追うごとにしっかりしていき、
地域に伝わる伝統芸能の後継者
として自信をもって表現できる
ように成長しています。

サツマイモ栽培体験
　地域の多大な協力のもと行わ
れる栽培体験では、自分で植え
た苗がどう成長するかと想像を
膨らませながら収穫を待ちます。
収穫の時には、おもしろい形の
芋に驚いたり、大きな芋に喜ん
だりと豊かな表情を見せてくれ
ます。

さたけっ子収穫祭
　日頃お世話になっている地域
の皆さんを招待し、劇、太鼓演奏、
人権スローガンの発表などを行
う「さたけっ子収穫祭」。児童た
ちは発表に向けて一生懸命練習
に取り組み、演技・演奏などの
表現力を高めています。

力強い演奏を披露 芋掘りの様子 合奏発表の様子

　地域との関わりや地域の皆さんとの触れ合いを深める体験活動を通して、自分の考えなどを表現する力
を高めています。特に天神ばやし太鼓体験やサツマイモ栽培体験、さたけっ子収穫祭に力を注いでいます。

　
保
健
推
進
員
と
と
も
に
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
む
地
域
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

今
回
は
、
大
中
町
で
お
話
を
お
聞
き
し
ま

し
た
。

大中町
問
北
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
85
‐
１
２
１
２
） 食生活改善推進員の皆さんとも交流

和やかな雰囲気の健康サロン

vol.8

健康でＧＯ！
　

大
中
町
は
、
平
成
26
年
度
に
保
健
推
進

重
点
地
区
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ

れ
を
き
っ
か
け
に
月
２
回
集
ま
っ
て
シ

ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
を
し
て
い
ま
す
。

年
々
参
加
者
が
減
っ
て
き
て
い

る
の
が
課
題
で
す
が
、
で
き
る

だ
け
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
み
ん
な
で
体
を
動
か

す
こ
と
の
楽
し
さ
が
健
康
維
持

に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
を
伝

え
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

活
動
が
始
ま
り
３
年
が
経
ち

ま
す
が
、
目
に
見
え
る
成
果
が

出
て
き
て
い
ま
す
。
特
定
健
診

の
結
果
を
見
る
と
、
高
血
糖
の

方
が
10
・
８
％
（
平
成
26
年
度
）

か
ら
３
・
４
％
（
平
成
28
年
度
）

に
減
っ
て
い
ま
す
。
健
診
の
受
診
率
も
上

昇
し
、
医
療
費
が
減
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

健
康
を
意
識
し
た
生
活
を
す
る
人
が
増
え

た
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
中
町
に
は
大
中
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
い
う
地
域
の
見
守
り
体
制
が
あ
っ
て
、

普
段
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
保
健
推
進
員

が
陰
で
見
守
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
年
に

数
回
、
健
康
サ
ロ
ン
や
お
出
か
け
サ
ロ
ン

と
い
っ
た
、
み
ん
な
で
集
ま
る
活
動
も
し

て
い
ま
す
。
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
は
お
互

い
が
元
気
で
い
る
こ
と
の
確
認
に
も
な
り

ま
す
し
、
健
康
サ
ロ
ン
で
食
生
活
改
善
推

進
員
が
作
っ
て
く
だ
さ
る
食
事
も
評
判
で
、

み
ん
な
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

声
を
か
け
合
え
る
地
域
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
、
体
操
も
サ
ロ
ン
も
ず
っ
と
続

け
て
い
き
た
い
で
す
。
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349

349

157

スタート・ゴール
磯部集会所

五十部神社④

都々逸坊扇歌の碑③

北向き地蔵②

宝寿院跡地①

鶴提地蔵尊⑤

峰山中学校

馬頭観音碑

雷神宮

源氏川

郵便局

西光寺

佐竹高校

JR 河合駅

至  那珂市

至  常陸太田市街地
至  JR 常陸太田駅

磯部田んぼの
バラバラ松

Ｎ

病院

病院

道の駅

都々逸坊扇歌の碑

50 人で創建したので五十
部神社と呼ばれている

室町時代に開かれた、扇歌の父で
ある岡

おかげんさく

玄策の菩提寺跡。現在は地
元住民の手により、見晴らし抜群
の休憩場所が整備されている

宝
ほ う じ ゅ い ん

寿院跡地

五
い そ べ

十部神社

　今回は「磯部田んぼのバラバラ松」で有名な都
ど ど い つ

々一坊扇歌の生まれ故郷である磯部町の散策に出発します。都々
逸は都々一坊扇歌によって確立され、多くの人に親しまれています。市内では毎年全国大会が開催されており、市
の文化振興にも貢献をしています。また、ダイダラ坊伝説に出てくる峰山にある五十部神社や徳川光圀の伝説があ
る鶴堤地蔵尊は地元の方によって大切に受け継がれています。名勝や旧跡を巡りに、皆さんも磯部町をゆっくりと
歩いてみてはいかがでしょうか。
※ダイダラ坊伝説…ダイダラ坊の持ったかごの中からこぼれ落ちた土が現在の峰山になったと伝えられている。

市内の自然・史跡や特産品なども交えて見どころをお伝えしながら、地
元の身近なウォーキングコースを紹介していきます。意外と知られて
いない名所や素晴らしい自然を巡りながら、皆さんも歩いてみませんか。

ひたちおおた

て  て  ウォークく　 く �
☎72-3201）72（☎ 01

  
文化課エコミュージアム推進室（☎72-3201）

③

①

④

距離：約５km 所要時間：２時間半
磯部町ハイキングコース磯部町ハイキングコース

距離：約５km 所要時間：２時間半

江戸の大衆芸能として人気を博し
た都々逸を確立した扇歌を称えて
建てられた

案内してくれた
地元の方々

明治から大正初期に
かけてこの地で鉄道
事故が多くあったた
め、供養と無事故を
祈願して建てられた

北向き地蔵②

光圀の伝説や弘法大使の
伝説がある
※光圀の伝説については、
　P10 をご覧ください。

鶴提地蔵尊⑤
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【
北
茨
城
市
】

地
域
お
こ
し
協
力
隊
主
催

桃
源
郷
芸
術
祭
２
０
１
８
～
海
の
プ
リ
ズ

ム
、
秘
境
の
地
の
芸
術
家
た
ち
～

　

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
か
つ
て
岡
倉

天
心
が
「
東
洋
の
バ
ル
ビ
ゾ
ン
」
と
称
し
、

日
本
美
術
を
世
界
へ
発
信
し
た
五
浦
の
海

か
ら
新
し
い
芸
術
祭
が
始
ま
り
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◇ 

と
き　

３
月
14
日
水
～
18
日
日

◇ 

と
こ
ろ　

県
天
心
記
念
五
浦
美
術
館
ほ
か

問 

桃
源
郷
芸
術
祭
２
０
１
８
事
務
局
（
☎

０
２
９
３
‐
46
‐
０
３
６
２
〈
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く　

午
前
9
時
～
午
後
5
時
〉）

◆
お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
ひ
た
ち
お
お
た
１
月
号
の
記
事
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
９
ペ
ー
ジ
第
５
回

市
議
会
定
例
会
の
記
事
中
、
人
権
擁
護
委

員
候
補
者
の
氏
名
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は
「
生
天
目
操
氏
」
で
す
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

Information
　
と
な
り
の
ま
ち
か
ら

my town news 

明治から大正にかけて建設された中里（日立市）、
里川、賀美、小里川、徳田の発電所と旧町屋変電所
の計６基が「里川水系水力発電所群」として土木学
会の選奨土木遺産に認定され、昨年 12 月 12 日に認
定書伝達式が旧町屋変電所で行われました。同発電
所群は県内で最初に電源開発された水系の発電所群
で、地域社会の近代化に貢献したとして評価されま
した。

選奨土木遺産の認定書伝達式
け継いできた遺産が認定受

認定書を受け取った河内の文化遺産を守る会の皆さん

まちの話題

昨年 12 月 7 日、下内田農村集落センターで料理教
室が行われ、内田町下町内から 11 人が参加しました。
参加者は、市生活改善推進員の指導により、生活習
慣病予防の料理として野菜たっぷりチャプチェ（野
菜、豚肉、春雨を炒めた韓国料理）など５品の調理
に 挑 戦 し ま し
た。

今 回 の 料 理
教 室 は、 毎 日
の 食 生 活 を 見
直 す 良 い 機 会
と な る と 同 時
に、キッチンで
和 気 あ い あ い
と 料 理 し た ひ
と時が、参加者
同 士 の 絆 を 深
めました。

内田町下料理教室
生活の見直しと絆づくり食

協力しあって調理

みんなで美味しくいただきました
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昨年 12 月 17 日、総合福祉会館で常陸太田福祉まつ
りが開催され、約 2300 人が来場しました。当日は会
場の内外で、ボランティアや福祉関係の団体・企業に
よる取り組みの紹介や模擬店などが行われ、多くの来
場者と福祉関係者の間で福祉をとおしたつながりづく
りや交流が図られていました。

昨年 12 月 23 日、郡戸小校庭で郡戸親子クラブ主催
によるクリスマスファンタジアが青少年健全育成常陸
太田市民の会や社会福祉協議会、郡戸小、高校生ボラ
ンティアなどの協力のもと行われました。この行事は、

「地域の子どもは地域で育てる」ことを目的に毎年行
われており、今回で 10 回目。親子でクリスマスケー
キ作りや灯ろうを使った大きなクリスマスツリー作り
に取り組みました。ツリーに点灯すると、ろうそくの
明かりによる幻想的な世界が校庭いっぱいに浮かび上
がっていました。

常陸太田福祉まつり

郡戸クリスマスファンタジア

祉でつながろう

庭にきらめくツリー

福

校

村上守さん・真理子さんによるギターとフルートの演奏

子どもたちの力強い和太鼓の演奏

みんなで作った大きなクリスマスツリー

昨 年 12 月 25 日、 道
の駅ひたちおおたに高齢
者生産活動センターさと
みの皆さんから門松が寄
贈 さ れ ま し た。 同 セ ン
ターでは、高齢者の生き
がいづくりを軸に、漬物
作りやみその加工、正月
のしめ縄飾り作りなどが
行われており、寄贈され
た門松もすべて手作業で
作られました。門松は 1
月 12 日まで飾
ら れ、 訪 れ る
方 々 を 華 々 し
く 出 迎 え て い
ました。

たくさんの門松が各地に配送された

門松を寄贈したセンターの方々

道の駅ひたちおおたに門松寄贈

の玄関口を華やかに市
my town news まちの話題

1 月 19 日、総合福祉会館で県北教育事務所の阿部裕
美さんを講師に招いて「子育てって、○○○」～親っ
て何だろう～をテーマに、企業ＤＥいきいき家庭教育
が行われました。これは、社会福祉協議会の職員を対
象に学校・家庭・地域・企業が一体となり社会全体で
の教育力の向上を図る仕組みづくりのために開催され
たもの。参加者は「立ち止まって子どものことを考え
る良いきっかけとなりました」と話していました。

企業DEいきいき家庭教育

つ叱って３つ褒める１

熱心に話し合う参加者たち
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my town news まちの話題

1 月 7 日、里川町で里川鳥追いまつりが行われまし
た。作ったまゆだまを近所に配り歩く子どもたちを、
地域の方は笑顔で出迎え、まゆだまを受け取っていま
した。また、鳥小屋では、みんなで焼いた餅などを食
べ て 地 域
の 交 流 を
深 め ま し
た。

1 月 5 日、 小 沢
町集会所でまゆ玉
作 り が 行 わ れ ま
した。老人会・子
ど も 会 な ど 19 人
が 触 れ 合 い な が
ら作ったまゆ玉は、
完成後に西小沢小
に飾られました。

1 月 7 日、幡町で新
春 ふ る さ と 祭 り が 行
われ、地域の交流を深
めました。長幡部神社
の 宮 司 か ら 神 事 の 作
法 を 学 ん だ 後、 役 目
を 終 え た 筆 に 感 謝 を
込 め て 炊 き 上 げ る 筆
供 養 や ま ゆ だ ま 作 り
な ど を 行 い、 楽 し い
時間を過ごしました。

今年も良い年になりますように

みんなで協力して作ったよ

境内の木にまゆだまを飾りつけた

筆供養の様子

各地で伝統行事

里川鳥追いまつり

小沢町まゆだま作り

幡町新春ふるさと祭り

ながる地域の輪つ

1 月 14 日、上河合町で鳥追いまつりが開催され、町
内外から多くの人が訪れ、賑わいました。夕刻には町
内の方と幸久小の児童たちが作った大小２つの鳥追い
小屋に火がつけられ、燃え上がる様子に歓声があがり
ま し た。 ま
た、 昨 年 に
引き続き花
火も打ち上
げ ら れ、 真
冬の夜空を
彩りました。

１月 20 日、茅根町鳥追いまつりが行われました。
田んぼに鳥追い小屋を作り、その中で子どもたちが餅
や豚汁などを食べながら楽しいひと時を過ごしました。
夕刻には小屋に火がつけられ、五穀豊穣を願いました。

小屋の中で餅などを食べ
て日が暮れるのを待つ小屋の前でポーズ！

大きな小屋を背に記念撮影

上河合町鳥追いまつり

茅根町鳥追いまつり

1 月 13 日、瑞龍町でどんど焼き・まゆだま飾りが
行われ、地域住民 100 人以上が参加しました。当日は、
正月飾りや書き損じた書初めなどを持ち寄り、どんど
焼きや餅つき、まゆだま作りなどを行いました。

たくさんの方が参加しました

瑞龍町どんど焼き・まゆだま飾り
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地域のおじいさんおばあさんに教えてもらって、
まゆだまを作りました。

ひまわり組（年長さん）

拡大版

きりん組＆ぞう組（年長さん）

鬼のお面が完成！！
自分の力で考えて、一生懸命作ったよ
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おめでとう！
はじめての誕生日

◇ 対象　市内に住所を有する平成 29 年
　4 月生まれのお子さん（4 月号掲載分）
  ◇ 応募締切　3 月 12 日 🈷
◇ 必要事項　お子さんの氏名（ふりがな）・

性別・生年月日・住所、応募者（保護者）
の氏名・電話番号

掲載希望の方は、下記の申込フォーム
からお申し込みください。写真を添え
て、窓口または郵送でお申し込みいた
だくことも可能です。

◇ 申込フォーム市ホームページの「市政」
→「広報」 →「はじめての誕生日申し込
み」または携帯電話などのバーコード
リーダーで、下のＱＲコードを読み取っ
てお申し込みください。

※ 応募された写真は返却しま
せんのでご了承ください。

申��問情 報 政 策 課 広 報 広 聴 係
（〒 313-8611 常陸太田市金井

町 3690 ／内線 303・304）

表紙に
よせて

成人式終了後、成人者の皆さんをパルティホール 2 階から撮影しました。人生の新たな一歩を踏み出した新成人の
皆さんの幸せを心から願っています。

発行　常陸太田市／編集　情報政策課 
〒 313-8611 常陸太田市金井町 3690　☎ 72-3111（内線 303・304）　Fax72-3002　
＊広報ひたちおおたは市のホームページでもご覧になれます　URL http://www.city.hitachiota.ibaraki.jp/

飯村彩
あ や な

音ちゃん
2 月 5日（山下町）

茅根亜
あ き

季ちゃん
2月14日（中利員町）

福田結
ゆ あ

愛ちゃん
2月15日（西宮町）

緑川黎
れい

くん
2 月 2日（宮本町）

西野柊
しゅうま

真くん
2月17日（木崎二町）

田中糸
い お り

織ちゃん
2 月 14 日（馬場町）

長嶋祥
しょうき

輝くん
2月18日（天下野町）

松井由
ゆ な

那ちゃん
2 月 20 日（幡町）

生天目楓
ふ う か

花ちゃん
2月22日（山下町）

小澤優
ゆ い

依ちゃん
2 月 25 日（中城町）

安茜
あかね

ちゃん
2 月 25 日（松栄町）

木暮蒼
あ お と

人くん
2 月 28 日（山下町）

2 月で１歳です！元気に

すくすく

※随時会員を募集中です。まずは体験から !お気軽にお問い合わせください。

　ゲートボールは体だけでなく頭も使うスポーツなので、健康
増進に役立ちます。また、チームで活動することで、地域のコ
ミュニケーションを取ることもできます。大会には、可能であ
れば２チーム出場し、上位を目指して頑張っています。和やか
な雰囲気のチームなので、気軽に声をかけてください。

Team Data

☆�会員数　12人（男 8人、女 4人）
☆設立年　1982 年
☆活動日時　月・水・金曜日　午前中
☆活動場所　中東ゲートボール場
☆�問い合わせ　代表　関�四兵衛
　　　　　　　☎ 85-0023

中東ゲートボールクラブ
（ゲートボール）

平成 30 年 2 月号　No.35

スポーツに親しむ

団体等を紹介

これであがり！ ナイスショット！

オオタスポーツオオタスポーツ


